
コーナー 子どもが経験すること 5領域保育者の配慮

●自分の思いをことば
で相手に伝える。

●友だちと気持ちよく
物の貸し借りを行う。

●子どものようすを見ながら、子どもが自分の思いをことばで伝え
合えるように支援する。

●保育者が必要に応じて子どもの思いを代弁し、相手の気持ちを想
像したり、思いに気づいたりできるように支援する。

●お正月に食べる料理
を知る。

●お正月遊びについて
知る。

●誌面を活用して、お正月の料理にはどんな物があるか尋ね、考えら
れるようにする。
●お正月の料理の由来について、絵本や写真などをつかいながらわか
りやすく伝える。
●お正月に家でどんな遊びをしたのか聞き、お正月遊びにつながるよ
うに話を進める。
●羽子板やこま、福笑いなどを用意し、実際にお正月遊びを楽しめる
環境を準備する。

絵本をつかった

「『かして！』
『いいよ！』」

「ぷくぷく
おもち」

「キンダーブックじゅにあ」を
保育にご活用ください！
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ヒントちゅうくんが凧揚げをしています。ほかにどんなお正月の遊びを知って
いるか話してみましょう。空は晴れていますが、ちゅうくんの息が白く
なっていて、外は寒そうです。ちゅうくんの服に注目し、寒い日に外に出か
けるときの服装について話してもよいですね。

「ちゅうくん、青色のクレヨンをつ
かいたいみたいだね」「青色のクレ
ヨンはだれが持っているかな？」と
子どもたちが気づけるように話しか
けてみましょう。「お友だちがつ
かっている物をつかいたいときはど
うしたらいいかな？」と問いかけ、
子どもが自分で考えるきっかけにな
るようにしましょう。

「ちゅうくん、にゃおくんに『貸し
て』って言えたね！」など、ことばで
のやりとりについて具体的に伝え、
「みんなも『貸して』って言えるか
な？」と問いかけてみましょう。
にゃおくんが「いいよ」と笑顔で答
えたことにも注目しましょう。

「今度はちゅうくんがももちゃんに
クレヨンを貸すことができたね」と
ちゅうくんが気持ちよくゆずること
ができた姿に注目しましょう。なか
よくゆずり合うことの心地よさを感
じられるとよいですね。

ことばでやりとりしながら物の貸し借りをし、友だちと気持ちよく遊びましょう。

「かして！」「いいよ！」 ぷくぷく　おもち

おんせん　ぽかぽか

お餅がふくらんで、お雑煮になるま
でを楽しみながら読みましょう。

歌の部分はリズミカルにうたうよう
に読むと楽しいですね。お餅がオー
ブントースターや鍋の中で変化する
ようすを想像しましょう。「おうちの
お雑煮には何が入っていたかな？」
と話題を広げてもよいでしょう。

サルたちのようすを見て、温泉の気
持ちよさを想像しましょう。

「温泉に入ったことはある？」と尋ね、
「お湯に色はついていた？」「どんなに
おいがしたかな？」と家庭の風呂との
違いに気づけるように問いかけましょ
う。温泉のお湯の温かさや大勢で入
る楽しさを想像できるとよいですね。


